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１．概要（Summary） 

種々の漏れ検査に使用されるHeリークディテクターは、

接続する真空容器の圧力（以降，試験圧力と呼ぶ）に応じ

て、ファイン・ミドル・グロスの３つのテストモードを選択する。

例えば試験圧力が 103 Paと低真空の場合、グロスリークフ

ローを選択することで、漏れ検査を可能としている。リーク

ディテクターの立ち上げ時の校正では到達圧力付近で校

正されるので、実際の漏れ検査時に圧力が高くなると、気

体の流れの特性が変化し、正しく計測されない可能性があ

る。そこで本研究ではHe リークディテクターの３つのテスト

モードにおけるリークレートに対する試験圧力依存性を測

定した。 
 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高真空分圧測定装置  

【実験方法】 

Fig. 1 に各種フローにおける He リークディテクターの

リークレートに対する試験圧力依存性実験の装置模式図

を示す。He リークディテクターのテストモードをファインリ

ークフロー、ミドルリークフロー、グロスリークフローのいず

れかに設定し、基準となる既知の He ガス流量を分子フロ

ーコントローラーから流し、真空容器の試験圧力は N2 ガ

スを流すことで変更し、各フローにおける He リークディテ

クターのリークレートに対する試験圧力依存性を測定し

た。 

３．結果（Results） 

Fig. 2に He基準流量が 1.62×10-7 Pam3/sを流した

場合のグロスリークフローにおける He リークディテクター

のリークレートに対する試験圧力依存性の実験結果を示

す。試験圧力3 Pa以上においてリークレートは大きく減少

した。 3.8× 102 Pa の時のリークレート 4.86×10-8 

Pam3/sは元のリークレートの約33 %となった。その後，試

験圧力の上昇とともにリークレートは上昇し、8.5× 102 

Paの時にリークレートは 6.86×10-8 Pam3/sまで回復した。

一方、ミドルリークフローの場合、試験圧力 0.01 Paから 1 

Paまでは一定値であったが、1 Paから 50 Paにかけて緩

やかに減少し、最小で元のリークレートの約 60 %になった。

ファインリークフローの場合、試験圧力 0.01 Pa から 0.5 

Paまでは一定値であったが、0.5 Paから 2 Paにかけて

減少し、最小で元のリークレートの約 50 %になった。 
 

４．その他・特記事項（Others） 

なし 
 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし 
 

６．関連特許（Patent） 

なし 

Fig. 1 Experimental set up for examination. 
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(c) Gross Leak Flow 

Fig. 2 Pressure changes of He leak rate of 

the leak detector on the gross leak flow 

mode. 


